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夏休みのとある日、まさる（父）と、たかお（息子）は実家への帰省で帰りが遅くなりコンビニ

エンスストアに寄ることになりました。以下は、その時の会話文です。

まさる：こんな時間になっても何でも好きなものが食べられるからコンビニはやっぱり

便利だなぁ。

たかお：でもこんな時間までやっていてもそんなにお客さん多くないし、電気代もった

いないんじゃないかな。

まさる：なるほど。ずっと開けておくと電気代はかかりそうだね。でも、みんなこの時

間やっていることが前提の生活になってるから開いてないと困るだろうなぁ。

たかお：早く店を閉めると儲からないのかな？廃棄する食料も多いって聞くし。

まさる：早く閉めれば電気代も人件費もかからなくなるから良さそうだけどね。食品に

ついては賞味期限が切れたりしたらすぐ廃棄だから確かにもったいないね。で

も品揃え悪いとお客さん来なくなるからなぁ。難しいなぁ。たかおがオーナー

ならどうする？

たかお：うーん。廃棄は減らしたいけど･･･ずっと棚がスカスカの店も嫌かなぁ。でも、

僕なら深夜は休むかな。休んだほうがメリットが多そうだ。

まさる：そうかぁ。俺はいつ行っても開いてるって安心感は捨てがたいな。ずっと明る

いから、防犯とかにも役立ってるみたいだし。


